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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】小型で、信頼性があり、単純で、作動中のエネ
ルギー損失を最小限にする小型カレンダー用システムを
提供する。
【解決手段】第１歯車と、第１歯車を駆動するための第
１爪５ｂと、第１歯車を駆動するための歯３１ｂであっ
て、第１歯車に、引込位置と駆動位置の間に移動可能に
取り付けられた歯と、カムとカムフォロワー４とを含む
、デスモドロミックシステムと、を含む、小型時計カレ
ンダー用システムであって、デスモドロミックシステム
は、少なくともカムの第１位置が、歯の引込を許可する
フォロワーの第１位置を定義し、少なくともカムの第２
位置が、歯の引込を阻止するフォロワーの第２位置を定
義するよう、配置される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１歯車（３）と、
　前記第１歯車を駆動するための第１爪（５ｂ）と、
　前記第１歯車を駆動するための歯（３１ｂ）であって、前記第１歯車（３）に、引込位
置と駆動位置の間に移動可能に取り付けられた歯と、
　カム（２）とカムフォロワー（４）とを含む、デスモドロミックシステム（２、４）と
、
を含む、小型時計カレンダー用システム（１）であって、
　前記デスモドロミックシステムは、少なくとも前記カムの第１位置が、前記歯の引込を
許可する前記フォロワーの第１位置を定義し、少なくとも前記カムの第２位置が、前記歯
の引込を阻止する前記フォロワーの第２位置を定義するよう、配置される、
システム。
【請求項２】
　前記フォロワー、前記歯、及び前記第１爪は、前記歯の前記駆動位置において、前記第
１爪が、前記歯に、前記歯を引込するまたは前記第１歯車を駆動する機械的作用を発揮す
るように配置される、及びまたは構成される、
請求項１に記載の小型時計カレンダー用システム（１）。
【請求項３】
　前記歯は、前記第１歯車上で第１軸（Ａ３１）周りに旋回される、または前記歯は前記
第１歯車上に摺動係合で取付けられる、
請求項１または２に記載の小型時計カレンダー用システム（１）。
【請求項４】
　前記システムは、フレームワーク（９９）を含み、及び前記フォロワーは、前記フレー
ムワーク上で第２軸（Ａ４）周りに旋回されるレバーであり、または前記フォロワーは、
前記フレームワークに摺動係合で取付けられるスライダーである、
請求項１から３のいずれか一項に記載の小型時計カレンダー用システム（１）。
【請求項５】
　前記フォロワーは、前記フォロワーが前記第２位置にあるときに、前記歯の前記引込を
阻止する、特に確動係合により阻止するように配置される側面（４ａ）を含む、
請求項１から４のいずれか一項に記載の小型時計カレンダー用システム（１）。
【請求項６】
　前記第１歯車は、暦日車、特に暦日ディスクである、及びまたは前記カムは、溝（２０
）を含むクラウンまたは歯車であり、前記フォロワーは、前記溝内に収容されるピンまた
はペグ（４０）を含む、及びまたは前記カムは、リブを含むクラウンまたは歯車であり、
前記フォロワーは、スロットが設けられるピンまたはペグを含み、前記リブは前記スロッ
ト内に収容される、
請求項１から５のいずれか一項に記載の小型時計カレンダー用システム（１）。
【請求項７】
　前記フォロワーは、フレームワーク上に設けられた第２当接部と前記フォロワーの前記
第１及び第２位置間の移動を制限するように協働する第１当接部を含み、及びまたは前記
歯は、前記第１歯車上に設けられた第４当接部と前記歯の前記引込位置と前記駆動位置の
間の移動を制限するように協働する第３当接部を含む、
前記１から６のいずれか一項に記載の小型時計カレンダー用システム（１）。
【請求項８】
　前記第１歯車は、３１本の歯を有する歯列（３０）を含み、及びまたは前記システムは
、前記第１歯車（３）を駆動するように第２爪（５ａ）が配置された第２駆動歯車（５）
を含む、
請求項１から７のいずれか一項に記載の小型時計カレンダー用システム（１）。
【請求項９】
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　前記第２駆動歯車（５）は、前記第１爪（５ｂ）を含む、
請求項８に記載の小型時計カレンダー用システム（１）。
【請求項１０】
　前記システムは、前記カムが第１歯車の動きにより駆動されるように配置される、中間
歯車（９）を含み、前記中間歯車は、前記カムの前記第１歯車への運動学的連結の要素を
、特に前記カムの歯列（２２）と協働する第１歯列と、前記第１歯車の歯列（３２）と協
働する第２歯列とを含む、
請求項１から９のいずれか一項に記載の小型時計カレンダー用システム（１）。
【請求項１１】
　前記カムは、月に関する情報の表示のための要素を、特に文字及びまたは、文字盤と、
特に前記文字盤の１または複数の開口と協働することが意図されるデカルを含む、
請求項１から１０のいずれか一項に記載の小型時計カレンダー用システム（１）。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか一項に記載のシステムを含む、小型時計ムーブメント（２
００）。
【請求項１３】
　請求項１から１１のいずれか一項に記載のシステム、及びまたは請求項１２に記載の小
型時計ムーブメントを含む、時計（３００）、特に腕時計。
【請求項１４】
　前記フォロワーを前記第１位置から前記第２位置へ通過させるような、前記カム（２）
の前記フォロワー（４）への作用、
　前記フォロワーを前記第２位置から前記第１位置へ通過させるような、前記カム（２）
の前記フォロワー（４）への作用、
のステップをを含む、
　請求項１から１１のいずれか一項に記載のシステムまたは請求項１２に記載の小型時計
ムーブメントまたは請求項１３に記載の時計の小型時計カレンダー用システムの作動方法
。
【請求項１５】
　前記フォロワーが前記第２位置にあると、前記第１爪が前記歯へ、前記第１歯車を駆動
するための機械的作用を発揮し、前記フォロワーが前記第１位置にあると、前記第１爪が
前記歯へ、前記第１歯車を駆動することなく前記歯を引込するための機械的作用を発揮す
る、
請求項１４に記載の小型時計カレンダー用システムの作動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、小型時計カレンダー用システムに関する。本発明はまた、当該システムを含
むムーブメントに関する。本発明は更に、当該システムまたは当該ムーブメントを含む時
計、特に腕時計に関する。最後に本発明は、当該小型時計カレンダー用システム、当該ム
ーブメントまたは当該時計の作動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　年間または万年暦用機構が、従来技術から知られている。当該機構は一般的には、カレ
ンダーの様々な表示及びまたはプログラミンング装置に関する、様々な戻しばねまたは割
出ばねが生成するトルクを克服するよう構成された、１または複数のカレンダー駆動装置
を含む。
【０００３】
　年間または万年暦のプログラミングカムは、通常、可動レバーを、特にカレンダー歯車
の歯列の可動歯を、またはカレンダー駆動装置の稼働爪を、起動するために設けられる。
【０００４】
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　例として、特許文献１は、戻しばねにより付勢された、カレンダー駆動歯車を旋回させ
るレバーを制御するために設けられた、年間カレンダーのプログラミングカムを開示する
。当該構成は、多数の部品を、特にばね及びレバーを必要とし、多くのエネルギーを消費
する。更に、当該機構の作動のシーケンス処理のため、小の月の終わりにカレンダーを完
全に瞬間的に日付変更させることは非常に難しかった。
【０００５】
　特許文献２は、暦日車と同心に配置されるプログラミングカムに対して弾性的に付勢さ
れる暦日車のモバイル歯を開示する。このため可動歯は、当該歯をカムに対して付勢する
ために、戻しばねを含む。更に、プログラミングカムは、弾性ジャンパにより角度的に割
り出される。両方のばねは、両ばねが生成する抵抗トルクを克服するために追加エネルギ
ーを必要とする、カレンダー駆動装置により起動される。
【０００６】
　特許文献３は、その動作原理が特許文献２の装置と類似する構造を開示する。暦日車は
、内歯列が設けられた暦日ディスクの形状であり、可動歯は、中間レバーを用いてプログ
ラミングカムにより操作される。可動歯は、暦日車に配設された線ばねにより弾性的に付
勢される。当該構成は上述の欠点を有し、さらにその実施は複雑である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】欧州特許出願公開第０９８７６０９号明細書
【特許文献２】スイス国特許出願第６８５５８５号明細書
【特許文献３】米国特許第３７１６９８３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、上述の欠点に取り組み、先行技術から知られている小型時計カレンダ
ーのシステムを向上する、カレンダーシステムを提供することである。特に、本発明は、
小型で、信頼性があり、単純で、作動中のエネルギー損失を最小限にする、小型時計カレ
ンダー用システムを提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明にかかるカレンダーシステムは、請求項１に定義される。
【００１０】
　カレンダーシステムの様々な実施形態は、従属請求項２から１１に定義される。
【００１１】
　本発明にかかる小型時計ムーブメントは、請求項１２に定義される。
【００１２】
　本発明にかかる時計は、請求項１３に定義される。
【００１３】
　本発明にかかるカレンダーシステムの作動方法は、請求項１４に定義される。
【００１４】
　作動方法の実行態様は、従属請求項１５に定義される。
【００１５】
　添付の図面は、例として、カレンダーシステムを組み込んだ時計の２つの実施形態を示
す。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、時計の第１実施形態を示す。
【図２】図２は、時計の第１実施形態を示す。
【図３】図３は、時計の第１実施形態を示す。
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【図４】図４は、時計の第１実施形態を示す。
【図５】図５は、時計の第１実施形態を示す。
【図６】図６は、時計の第１実施形態を示す。
【図７】図７は、時計の第１実施形態を示す。
【図８】図８は、時計の第１実施形態を示す。
【図９】図９は、時計の第２実施形態を示す。
【図１０】図１０は、時計の第２実施形態を示す。
【図１１】図１１は、図４に図示する平面ＸＩ－ＸＩにかかる、カレンダー歯車の具体例
の部分断面図である。
【図１２】図１２は、第１実施形態で使用可能なカムの具体例の図である。
【図１３】図１３は、第１実施形態で使用可能なカムの具体例の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　時計３００の第１実施形態を、図１から８を参照して以下に説明する。時計は、有利に
は小型時計であり、例えば腕時計である。時計は、小型時計ムーブメント２００を含む。
 
【００１８】
　小型時計ムーブメントは、電子式でも機械式でもよく、特に自動式のものでもよい。小
型時計ムーブメントは、小型時計カレンダー用システム１を含む。カレンダーシステムは
、例えば、年間式またはセミパーペチュアル式または万年暦式である。小型時計ムーブメ
ント及びまたはカレンダーシステムは、フレームワーク９９を含む。
【００１９】
　小型時計カレンダー用システムは、 
－　第１歯車３と、
－　第１歯車を駆動するための第１爪５ｂと、 
－　第１歯車を駆動するための歯３１ｂであって、第１歯車３上に、引込位置と駆動位置
との間で可動に搭載された歯と、
－　カム２とカムフォロワー４とを含む、デスモドロミックシステム２、４と
を含む。
【００２０】
　デスモドロミックシステムは、少なくともカムの第１位置が、歯の引込を許可するフォ
ロワーの第１位置を定義するように、また少なくともカムの第２位置が、歯の引込を阻止
するフォロワーの第２位置を定義するように、配置される。このため、カムの第１カム位
置から第２カム位置への変位は、フォロワーの第１フォロワー位置から第２フォロワー位
置への変位をもたらすこともあり、カムの第２カム位置から第１カム位置への変位は、フ
ォロワーの第１フォロワー位置から第２フォロワー位置への変位をもたらすこともある。
【００２１】
　第１歯車３は、例えば、暦日車であり、特に暦日ディスクである。第１歯車は、フレー
ムワーク上で軸Ａ１、例えばムーブメントの中央の軸Ａ１周りに旋回される。第１歯車は
、例えば、情報が文字盤の高さで開口を通じて現れるときに、時計の装着者に示すことが
意図される、暦日に関する情報を含む。
【００２２】
　第１歯車は、有利には、３１本の歯を有する歯列３０を含む。当該歯列は、内歯列でも
よい。当該歯列は、例えば、図１１に図示する平面Ｐ１に従って配置される。当該平面Ｐ
１は、例えば第１歯車の平面である、特にディスク３の平面である。
【００２３】
　有利には、カレンダーシステムは、第１歯車をフレームワークに対する位置に割り出す
ために、第１歯車と協働するジャンパ８を含む。好ましくは、ジャンパ８は、特にジャン
パ８の頭部または鼻８ａは、第１歯車を割り出すために、歯列３０と協働する。
【００２４】
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　第１歯車を駆動するための歯３１ｂは、例えば、第１歯車上で軸Ａ３１周りに旋回する
。
【００２５】
　駆動歯３１ｂは、例えば、図１１に示す平面Ｐ２に従って配置される。当該平面Ｐ２は
、例えば、平面Ｐ１に平行な平面及びまたは第１歯車に平行な平面である。
【００２６】
　駆動歯３１ｂは、引込可能爪３１上に実施されてもよい。この場合、引込可能爪３１は
、例えば、第１歯車上で軸Ａ３１周りに旋回する。 
【００２７】
　軸Ａ３１は、例えば、軸Ａ１に平行または実質的に平行である。 
【００２８】
　このため、駆動歯３１ｂ及びまたは引込可能爪３１は、旋回可能で第１引込位置と第２
駆動位置の間で可動である。 
【００２９】
　有利には、引込可能爪３１及びまたは駆動歯３１ｂは、図４に示すように、例えば第１
歯車上に形成された少なくとも１つの溝３１ｃと、駆動歯３１ｂまたは引込可能爪３１に
取付けられた少なくとも１つのピン３１ｃ’とを含む、案内手段及びまたは当接手段が設
けられてもよい。代替的に、例えば、案内手段及びまたは当接手段は、駆動歯３１ｂまた
は引込可能爪３１上に形成された少なくとも１つの溝３１ｃと、第１歯車上に取付けられ
た少なくとも１つのピン３１ｃ’とを含んでもよい。このため、駆動歯３１ｂ及びまたは
爪３１の移動は、引込位置と駆動位置との間で案内及びまたは制限されてもよい。
【００３０】
　小型時計カレンダー用システムは、第１歯車３を駆動するための歯車５を含む。当該駆
動歯車５は、第１歯車３を、２４時間毎に１ステップ、そして場合によっては小の月の終
わりには複数のステップ、駆動する機能を有する。第１歯車３を駆動するための歯車５は
、例えば、フレームワーク上で軸Ａ５周りに旋回される。当該軸Ａ５は、例えば、軸Ａ１
に、及びまたは軸Ａ３１に、平行または実質的に平行である。当該駆動は、好ましくは、
瞬間的日付変更のタイプである。代替的に、駆動は引きずり式でもよい。
【００３１】
　当該駆動を達成するために、駆動歯車は、第１歯車３を駆動するための第１爪５ｂを含
む。当該第１駆動爪５ｂは、第１歯車３と、特に駆動爪３１ｂと協働するように配置され
る。このために、例えば、第１駆動爪５ｂの全部または一部は、平面Ｐ２内に存在する。
【００３２】
　有利には、図７に示すように、第１駆動爪５ｂは、弾性カレンダーレバー７と協働する
カレンダーカム６と一体である。レバー７とカム６との協働は、駆動歯車５の瞬間的回転
を、特に駆動歯車５の軸Ａ５周りの一回転の瞬間的回転を可能にする。これにより、第１
駆動爪５ｂが第１歯車３を駆動するための歯３１ｂと協働すると、第１歯車を角度ステッ
プで駆動することが可能になる。このような協働は、小の月の終わりに、つまり３０日以
下の月の終わりに、行われる。
【００３３】
　有利には、第１歯車３の駆動を達成するために、駆動歯車は同様に、第１歯車を駆動す
るための第２爪５ａを含む。当該第２駆動爪５ａは、第１歯車３と、特に歯列３０と協働
するように配置される。このために、例えば、第２駆動爪５ａは平面Ｐ１内に存在する。
【００３４】
　有利には、第２駆動爪５ａは、カレンダーカム６と一体である。このため、第２駆動爪
５ａは、２４時間毎に、軸Ａ５周りに１回転の瞬間的または準瞬間的回転を実行する。こ
れは、第１歯車３を２４時間毎に角度ステップで駆動することを可能にする。このため、
暦日付の表示を２４時間毎に更新することができる。
【００３５】
　これは、単一の第２駆動爪５ａの作用により、大の月の終わりに、第１歯車の角度ステ
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ップを駆動することにつながり、第１駆動爪５ｂと第２駆動爪５ａの作用により、特に第
１駆動爪５ｂの後に第２駆動爪５ａの作用により、小の月の終わりに、第１歯車の２回の
角度ステップを駆動することにつながる。
【００３６】
　好ましくは、駆動歯３１ｂと第１駆動爪５ｂは、駆動爪３１ｂの駆動位置において、第
１駆動爪５ｂが駆動歯３１ｂに対して、歯を引き込み第１歯車３を駆動しようとする機械
的作用Ｆを発揮するように、配置される及びまたは構成される。（第１駆動爪５ｂとは接
触していないが）図２に図示される当該作用Ｆは、実際、第１歯車３を軸Ａ１周りに反時
計回り方向に回転させようとし、駆動歯３１ｂを軸Ａ３１周りに時計回り方向に回転させ
ようとする。実際、特定のデザインに表される実施形態において、作用は、軸Ａ１に対し
て正放線でも軸Ａ１に対して放射状でもなく、こうした放射状及び正放線方向に対して実
質的に傾斜する。作用Ｆの方向は、作用Ｆの作用点において、軸Ａ１に対する放射状及び
正放線方向と３０°から６０°の間の角度を形成してもよい。作用Ｆの方向は、特に、作
用Ｆの作用点において、軸Ａ１に対する放射状及び正放線方向と４５°に等しいまたは実
質的に等しい角度を形成してもよい。
【００３７】
　デスモドロミックシステムは、カムに対してフォロワーを戻すばねを利用することなく
、カムの位置に基づいて、フォロワーの位置を定義可能にする。換言すれば、カムはフレ
ームワークに対する自身の位置により、カムに対してフォロワーを戻すばねを利用するこ
となく、フレームワークに対するフォロワーの位置を制御する。
【００３８】
　特に図１２及び１３に図示するカム２は、好ましくはプログラミングカムである。例え
ば、カムはクラウンまたはリングの形状を有する。カムは、有利には、フレームワーク上
で軸Ａ１に平行な軸周りにまたは軸Ａ１周りに旋回する。カムは、好ましくはカムトラッ
ク２０を含む。有利には、カムトラックは溝２０を含む。溝２０は、閉輪郭に沿って実施
されてもよい。溝は、第１側面２０ａまたは第１側壁及び第２側面２０ｂまたは第２側壁
を含む。溝は、第１フォロワー位置及び第１駆動歯位置３１ｂを定義する、軸Ａ１に対し
て第１半径Ｒ２とＲ２’に従って実現された第１部分を示してもよい。溝は、第２フォロ
ワー位置及び第２駆動歯位置３１ｂを定義する、軸Ａ１に対して第２半径Ｒ１とＲ１’に
従って実現された第２部分を示してもよい。溝は更に、第１及び第２部分の間の接続部分
を含む。
【００３９】
　第１側面２０ａは、第１カムプロファイルを構成する。第２側面２０ｂは、第２カムプ
ロファイルを構成する。
【００４０】
　好ましくは、カム２は、第１歯車３の回転により、特に図１及び３に模式的に表された
中間歯車９を用いて、回転駆動される。中間歯車は、例えば、フレームワーク上で軸Ａ９
周りに、特に軸Ａ１に平行または実質的に平行な軸Ａ９周りに旋回される。
【００４１】
　このため、第１歯車３は、少なくとも１本の歯を、好ましくは２本または３本または４
本または５本の歯を含む、外歯列３２が設けられてもよく、カム２は、内歯列２２が設け
られてもよい。中間歯車９は、歯列３２及び歯列２２の両方と協働するように配置された
歯列を含む、単純なピニオンでもよい。
【００４２】
　代替として、中間歯車は、カム２が第１歯車３により作動されていないときにカム２の
角度位置を係止するように、マルタ十字架式でもよい。このように中間歯車９は、例えば
、マルタ十字架を含む第１部分と、ピニオンを含む第２部分とを示してもよい。第１及び
第２部分は分離してもしなくてもよい。このように、有利には、カム２はあらゆる割出ジ
ャンパを有しなくてもよい。実際、第１歯車の割出は、中間歯車９を用いた第１歯車３と
カム２との運動学的連結のため、特に遊びを減じた運動学的連結のため、カム２の割り出
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しを含む。
【００４３】
　特に溝２０の第１及び第２部分の間の接続部分の高さにおける、第１及び第２カムプロ
ファイル２０ａ及び２０ｂは、第１方向と第２方向のそれぞれに、フォロワー４が第１歯
車３の駆動歯３１ｂに作用可能または不可能なようにフォロワーを駆動することを可能に
する。
【００４４】
　好ましくは、カム２は、例えば図８に図示するデカル２１といった、月の印の表示のた
めの装置を有する。デカル２１は、文字盤の１または複数の窓を、特に１２個の窓を超え
て、当月の印を提供するために、１または複数の着色マーキングを有しても良い。代替的
に、カム２は、例えば、時計の文字盤に設けられた開口に現れる、英文字及びまたは数字
の列を用いて、月の印を有してもよい。
【００４５】
　フォロワー４は、溝２０に収容されることが意図される、ピンまたはペグ４０を含む。
【００４６】
　好ましくは、フォロワーは、フレームワーク９９上で軸Ａ４周りに旋回されるレバー、
特にプログラミングレバーである。軸Ａ４は、例えば、軸Ａ１に平行または実質的に平行
である。
【００４７】
　フォロワー４は、フォロワーが第２位置にあるときに駆動歯３１ｂの引込を阻止するよ
うに、特に確動係合（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ｅｎｇａｇｅｍｅｎｔ）により阻止するように
、配置された側面４ａを含む。駆動歯３１ｂ及びまたは爪３１は、側面４ａと接触により
協働することが意図される表面または当接部３１ａを含む。
【００４８】
　第１カムプロファイル２０ａは、フォロワー４が第１方向へ駆動されるように、特に軸
Ａ４周りに第１方向に、特に図５に図示するように時計回り方向に回転駆動されるように
、ペグ４０に作用するために設けられる。第２カムプロファイル２０ｂは、フォロワー４
が第２方向へ駆動されるように、特に軸Ａ４周りに第２方向に、特に図６に図示するよう
に反時計回り方向に回転駆動されるように、ペグ４０に作用するために設けられる。
【００４９】
　有利には、フォロワー４の角運動は、カム２が起動されていないときに、当接部として
、特に角度的当接部として働くカムプロファイル２０ａ及び２０ｂにより、限定される、
またはできる限り最小化される。好ましくは、フォロワー４は、第１及び第２位置の間の
フォロワーの動きを制限するように、フレームワーク上に設けられた第２当接部と協働す
る第１当接部を更に含む。第１及び第２当接部は、例えばフレームワークに取付けられた
サポートピン４ｂ’と協働するためにフォロワーに設けられた、少なくとも１つの溝４ｂ
を含んでもよい。代替的に、第１及び第２当接部は、例えばフォロワーに取付けられたサ
ポートピンと協働するためにフレームワークに設けられた、少なくとも１つの溝を含んで
もよい。溝とピンは、更に、フレームワークに対してフォロワーを案内するための手段を
構成してもよい。
【００５０】
　フォロワー４の形状は、第１歯車３及びまたはカム２の寸法に従って、特に第１歯車の
直径及びまたはカム２の直径に応じて、適合されてもよい。特に、所定のフォロワー４を
用いて、月の表示の配置を、歴日の表示の配置と独立して調節することが可能である。例
えば、所定の歴日ディスク３について、異なるフォロワーを用いて、異なる寸法の月の印
用の表示装置を支持する異なるカム２を配置することが可能である。このため、フォロワ
ーの形状は、所定の寸法の歴日ディスクと、月の印を表示するよう適合されたカムと協働
するために定義されてもよい。フォロワーの形状はまた、月の印を表示するよう適合され
た所定の形状のカムと、歴日ディスクと協働するために定義されてもよい。
【００５１】



(9) JP 2020-3476 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

　時計３００’の第２実施形態を、図９と図１０とを参照して以下に説明する。時計は有
利には小型時計であり、例えば腕時計である。時計は、小型時計ムーブメント２００’を
含む。
【００５２】
　小型時計ムーブメントは、電子式でも機械式でもよく、特に自動式のものでもよい。小
型時計ムーブメントは、小型時計カレンダー用システム１’を含む。カレンダーシステム
は、例えば、年間式またはセミパーペチュアル式または万年暦式である。小型時計ムーブ
メント及びまたはカレンダーシステムは、フレームワーク９９’を含む。
【００５３】
　当該第２実施形態において、第１実施形態の要素と同一または類似の機能を有する要素
は、第１実施形態における当該要素の参照番号に「’」を加えることで参照される。
【００５４】
　第２実施形態は、カム２’が歯車である点で、第１実施形態と異なる。当該歯車は、軸
Ａ１’周りに旋回される。第２実施形態にかかる装置の作動の原則は、第１実施形態の装
置のものと同一である。更に、図９及び図１０は、図１及び２に図示される時計の第１実
施形態の構成に類似の構成にある、時計の第２実施形態を図示する。
【００５５】
　カム２’は、中間歯車９’と噛み合いにより協働する外歯列２２’を含む。
【００５６】
　当該第２実施形態において、歯車２’は、月を示すための針または月を示すためのディ
スクと一体でもよい。割出ジャンパは、針またはディスクの角度位置を正確に定義するた
めに、場合によって導入される。
【００５７】
　第１歯車３’を駆動するための歯車５’は、図９及び図１０には図示されない。
【００５８】
　上述の実施形態と変形例において、カムは、その側面が第１及び第２カムプロファイル
を構成する溝を含み、フォロワーは当該溝と協働するピンを含む。しかしながら、代替策
として、カムはリブを含み、フォロワーはスロットを含んでもよく、リブはスロットに収
容される。カムプロファイルは、リブの側面で構成される。
【００５９】
　上述の実施形態と変形例において、駆動歯３１ｂは、第１歯車上で旋回される。しかし
ながら、歯は、第１歯車上に異なるように可動に取付けられてもよい。例えば、駆動歯は
、第１歯車上に摺動係合で取付けられてもよい。
【００６０】
　上述の実施形態と変形例において、小の月の終わりに、第１駆動爪５ｂは、第１歯車を
１角度ステップ前進させるために第１歯車に作用し、第２駆動爪５ａはその後、更なる角
度ステップ前進させるために第１歯車に作用する。しかしながら、小の月の終わりに、第
２駆動爪５ａは、第１歯車を１角度ステップ前進させるために最初に第１歯車に作用し、
その後第１駆動歯車５ｂが第１歯車を更なる角度ステップ前進させるために第１歯車に作
用してもよい。
【００６１】
　上述の実施形態と変形例において、フォロワーはフレームワーク上で旋回されるレバー
である。しかしながら、フォロワーは、フレームワーク上に摺動係合で取付けられたスラ
イダーでもよい。
【００６２】
　上述の実施形態と変形例において、第１及び第２駆動爪５ａ、５ｂは、同一の駆動歯車
内で一体化される。しかしながら、第１及び第２駆動爪５ａ、５ｂは、２つの別個の駆動
歯車内で一体化されてもよい。
【００６３】
　上述の実施形態と変形例において、第１及び第２駆動爪５ａ、５ｂは、２つの平行且つ
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別個の平面に配置される。しかしながら、第１及び第２駆動爪５ａ、５ｂは、駆動歯と歯
列３０と共に、同一の平面内にあってもよい。この場合、第１駆動爪は、第１爪が歯列と
干渉しないように、第２駆動爪より短くてもよい。同様に、第１駆動爪は、駆動位置にあ
るときに駆動歯に作用するよう、十分に長い。
【００６４】
　上述の実施形態と変形例において、溝２０は盲穴である。しかしながら、切抜きにより
カムを２つのカム部分に分離してもよい。
【００６５】
　上述の実施形態と変形例において、カムは、フォロワーの第１及び第２位置のみを決定
する。このため、フォロワーの可動性は、カムにより２つの反対の方向で制限されてもよ
い。しかしながら、ペグ４０の可動性またはフォロワーの可動性は、例えば、ムーブメン
トのブランクに、例えばフレームワーク９９上に形成された当接部により少なくとも１方
向で区切られてもよい。当接部は、例えば、その半径がＲ１’に等しいまたは実質的に等
しい円筒壁の形状をとってもよい。代替策または追加として、当接部は、例えば、その半
径がＲ２に等しいまたは実質的に等しい円筒壁の形状をとってもよい。更なる代替策とし
て、当接部は、ピン４ｂ’により構成される当接部の１つであってもよい。
【００６６】
　時計及びまたはムーブメント及びまたはカレンダーシステムの作動方法の実施態様を、
以下に説明する。 
【００６７】
　カレンダーシステムは、当初、図１及び２に図示される第１状態または第１構成にある
と仮定される。当該構成は、小の月の３０番目の歴日、例えば４月３０日に相当する。
【００６８】
　当該第１構成において、ペグ４０は、フォロワーが駆動歯の引込を阻止する第２位置に
あるときに、フォロワー４の側面４ａが駆動歯３１ｂの表面３１ａと接触により協働可能
なように、それぞれ軸Ａ１に中心を取る２つの半径Ｒ１、Ｒ１’の円に従って形成された
２つのカムプロファイル２０ａ、２０ｂの間に収容される。このため、駆動歯３１ｂは、
駆動歯車５の第１駆動爪５ｂを用いて力Ｆの適用によりその頭部３１ｂが起動されると、
引込されない。このように第１駆動爪５ｂと駆動歯３１ｂとの間の接触は、第１歯車３の
１ステップの駆動を誘導する。駆動歯車５の第２駆動爪５ａ自身は、第１歯車３の補完ス
テップの駆動を誘導する。カレンダーはその後、５月１日を示す。
【００６９】
　５月の間、カム２は、（図によれば）時計回り方向に軸Ａ１周りを回転する。こうした
カムの変位の間、ピン４０は溝２０内で変位し、フォロワーを、駆動歯の引込を阻止する
第２位置から駆動歯の引込を許可する第１位置へ変位させるために、第２カムプロファイ
ル２０ｂがピンに作用する。このように、カム２のフォロワー４への作用は、フォロワー
を第２位置から第１位置へ通過させるように、行われる。５月３０日または当該日付前に
、フォロワーは、その第１位置にある。
【００７０】
　図３及び４は、大の月の３０番目の歴日に対応する第２構成にあるカレンダーシステム
を図示する。更に具体的には、図３及び４は、５月３０日のカレンダー機構に対応する。
【００７１】
　当該第２構成において、ペグ４０は、駆動歯が軸Ａ５周りに回転するときに第１駆動爪
５ｂと干渉するように、フォロワー４の側面４ａが駆動歯３１ｂの表面３１ａともはや接
触により協働できないように、軸Ａ１に中心を取る２つの半径Ｒ２、Ｒ２’の円に従って
それぞれ形成された２つのカムプロファイル２０ａ、２０ｂ間に収容される。フォロワー
は、駆動歯の引込を許可する、その第１位置にある。このため、駆動歯３１ｂが第１駆動
爪５ｂの軌跡と干渉する位置にあると、駆動歯は、駆動歯車５の第１駆動爪５ｂにより適
用される力Ｆに曝される。当該力Ｆの影響により、駆動歯３１ｂは、軸Ａ３１周りに時計
回り方向に回転するにつれて引込される。このため、第１駆動爪５ｂと駆動歯３１ｂとの
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接触の可能性は、第１歯車３の駆動を引き起こさない。駆動歯車５の第２駆動爪５ａ自身
は、第１歯車３のステップの駆動を引き起こす。これにより、カレンダーは５月３１日を
示す。
【００７２】
　この日から及びまたは６月にわたり、カム２は、（図によれば）時計回りに軸Ａ１周り
に回転する。こうしたカムの変位の間、ピン４０は溝２０内で変位し、フォロワーを、駆
動歯の引込を許可する第１位置から駆動歯の引込を阻止する第２位置へ変位させるために
、第１カムプロファイル２０ａがピンに作用する。このように、カム２へのフォロワー４
の作用は、フォロワーを第１位置から第２位置へ通過させるように、行われる。６月３０
日または当該日付前に、フォロワーは再度第２位置にある。
【００７３】
　上述のように、フォロワーが第２位置にあると、カムの引込がここでは阻止されている
ため、第１駆動爪５ｂは、機械的作用Ｆを第１歯車の駆動のための駆動歯３１ｂへ発揮し
、フォロワーが第１位置にあると、歯の引込が抵抗なく行われる一方でジャンパ８が第１
歯車の駆動に抵抗を引き起こすため、第１駆動爪５ｂは、第１歯車３を駆動することなく
、駆動歯３１ｂの引込のための機械的作用を駆動歯３１ｂへ発揮する。このため、フォロ
ワー、歯、及び第１爪は、歯の駆動位置において、第１爪が歯へ歯を引込する機械的作用
を発揮するよう、または第１歯車を駆動する機械的作用を発揮するよう、配置される及び
または構成される。当該機械的作用の結果は、フォロワーの位置により異なる。
【００７４】
　上述の解決策は、カレンダー情報を表示するために用いられるばねの数を最小限にする
ことができる。カレンダー情報を表示するために用いられるエネルギーも、このため最小
限にすることができる。特に、カレンダーシステムに蓄積されるエネルギーは制限される
。エネルギー消費の制限は、時計の正確性に悪影響を与える能力を有するてん輪とひげぜ
んまいの振動体の外乱を制限することができる。
【００７５】
　こうした解決策は、特に実施が簡単である。更に、こうした解決策は、有利には、月の
印の表示の調節を、特に暦日の表示を尊重して、可能にする。これは、追加の戻しばねや
割出ばねなくして独立して実施することができる。
【符号の説明】
【００７６】
１　　　小型時計用カレンダー用システム
２　　　カム
３　　　第１歯車
４　　　フォロワー
４ａ　　側面
５　　　駆動歯車
５ａ　　第２駆動爪
５ｂ　　第１駆動爪
９　　　中間歯車
２０　　溝
２２　　歯列
３１ｂ　駆動歯
３２　　歯列
４０　　ピン
２００　小型時計ムーブメント
３００　時計
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